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ファッション誌の受容と青少年のアイデンティティ構成

東　　野　　充　　成★

1．問題と目的

マス・メディアの受容と青少年のアイデンティティ形成の関連について明らかにすることは、青

少年の価値や意識、文化の形成に果たすマス・メディアの役割、情報社会における青少年のアイデ

ンティティ形成の解明といった点で、教育学的にも重大な課題である（1）。

　さて、マス・メディアの受容過程に関する研究には、大別して2つの視点がある。経験主義的視

点と批判主義的視点の2つである。前者ではメディアとオーディエンスは因果論的に対置され、メ

ディアはオーディエンスたる個人の認知や意識、態度、行動といった心理学的素因の影響源と捉え

られる。つまり、オーディエンスはメディアに一方的に影響を受ける存在としてそれを親和的に解

読することが前提とされ、実際のメディア解読の様相は問題化されない。焦点化されるのはメディ

アの与える効果である。

　一方、批判主義的視点、特にカルチュラル・スタディーズの視点では、メディアの解読を表象に

対するオーディエンスの能動的な意味付与の過程と捉え、解読の多義性とともに、オーディエンス

を取り巻く文化的枠組による解読の規定や解読を通して作用するメディアの文化的機能が焦点化さ

れる。Hall（1980）の「エンコーディング・ディコーディング」（encoding／decoding）モデルでは、

まずメディアとオーディエンスは相対的に自律したものと捉えられる。つまり、オーディエンスに

よる解読がメッセージに沿ったものであるという保証は措置されないわけである。その上で、解

読＝ディコーディングはメッセージの意味を再生産する「支配的コード」（dominant　code）、一部で

は共感的に解読しつつも、一部では対抗的に解読する「妥協的コード」（negotiate　code）、全面的に

対抗的解読を行う「対抗的コード」（oppositional　code）の3つに類型化される。つまり、ここでは、

オーディエンスによる解読の能動性が主張されている。また、Du　Gay　et　al．（1997）の文化の還流

（circuit　of　culture）モデルでは、文化を生産（production）、表現（representation）、消費（consump－

tion）、アイデンティティ（identity）、規制（regulation）という5つの自律した領域の接合過程と捉

え、オーディエンスによるメディア解読の多義性とともに、メディアという文化商品の消費を通じ

た社会的構築物としてのアイデンティティが問題化される（2）。

　このような研究の視点は、マス・メディアの受容過程に関する実証的な研究にも応用され、多大
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な成果を蓄積してきた。特に、経験主義的視点で措定される、メッセージに機械的に反応するだけ

のオーディエンス像が反省的に捉えられ、オーディエンスのミクロな受容過程が関心を集めるとと

もに、カルチュラル・スタディーズのマス・メディア研究は欧米を中心に発展を見せた。Mor】ey

（1980）は、「ネーション・ワイドj（Nation－Wide）というニュース番組を多様な人種・階級の人々

に見せ、解読がいかに文化的に規定されているのかを実証した。また、Ang　q985）は、「ダラス」

（Dallas）というドラマに関する投書を呼びかけ、それに基づいて、女性がいかにメロドラマを解読

し、ジェンダー意識や家庭に対する規範などを生産・再生産しているのかを明らかにした。これら

は直接青少年によるマス・メディア受容過程について扱った研究ではないが、マス・メディアの受

容とアイデンティティ形成の関連について検討する場合、重要な示唆を提供するものである。

　…方、日本でも、カルチュラル・スタディーズの視点に基づいた、青少年とメディアをめぐる研

究、特に女性とメディアをめぐる研究が一定程度蓄積されている。木村（1999，346頁）は「意味

を再生産するとともに新たに生産し、人々の生活意識や要求を反映するとともに規定するイデオロ

ギー装置として」少女小説を捉え、そこに表れた少女のジェンダー・アイデンティティを明らかに

している。また、石田（1998，199頁）は「〈若者向けメディア〉によるアイデンティティ形成」と

いう表現で、接するメディアの差異によってつくられる若者の世代的なアイデンティティについて

論じている。さらに、坂本（2000，2001）や岡田（2001）は、女性雑誌を記号論的に分析し、女性が

ゼ少女」や「女の子」、消費に対する欲望の主体として主体化されていった過程を明らかにしている。

　このように、日本でもメディアと青少年のアイデンティティを巡って成果が蓄積されつつある。

しかし、これらの研究には2つの問題がある。

　第一に、表現に構造化された価値意識の記号論的分析に傾斜し、実際のメディアの受容過程やア

イデンティティの形成過程といった主観的な領域に関しては不可視化されてきた点である。表現の

記号論的分析、特に女性向けメディアの記号論的分析がメディアに潜むセク、シズムや抑圧的な規範

を顕在化してきたことは大きな成果であるが、フィスクも「テクストはその読みの生産物」（Fiske

訳書1996，　22頁）と指摘する通り、メディアの意味はその受容によってはじめて構成される。しか

も、一連の研究では、ジェンダー論の観点から主に女性向けメディアと女性のアイデンティティの

関係が取り上げられている。つまり、実際に青少年がメディアをどのように解読しているのか、特

に男性の受容過程については殆ど不可視化されているのだ。

　第二に、これまでの先行研究では、マス・メディアとの関連においては、アイデンティティの個

別具体的な側面を焦点化し、性や世代、自己の独自性などに対する意識が複合的に連関したその複

雑性が鑑みられることがなかった点を挙げることができる。上記の木村と石田の研究では、ジェン

ダーと世代というアイデンティティの個別具体的な側面を焦点化し、マス・メディアの受容との関

連を論じている。また、坂本や岡田の研究では、「少女」や「女の子」という女性のアイデンティ

ティの一側面が雑誌メディアを通じて構築されていった過程を明らかにしている。しかし、アイデ

ンティティとは「決して統一されたものではなく…断片化され、分割されているものである…決し

て単数ではなく、さまざまで、しばしば交差していて、対立する言説・実践・位置を横断して多様に世
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成される」（Hall訳書2001，12頁）ものであり、その複雑性を視野に入れることは必要不可欠である。

　以上のような点を踏まえ、本稿では、ファッション誌を事例として、青少年によるその受容過程と

諸種の意識の複合体としてのアイデンティティの構成過程について明らかにすることを目的とする（3）。

　ファッション誌を事例とする理由は、以下の通りである。

　第一に、ファッション誌は青少年のメディア文化において広く浸透するとともに、購買に媒介され

ており、その接触に際してテレビ等に比べて強い動機付けを持つ。したがって、青少年層のマス・メ

ディア受容過程やそれを通したアイデンティティの構成過程を全般的かつ明瞭に捉えることができ

る。雑誌というメディアが人々の集合的なアイデンティティの形成に関与することは従前指摘され

るところであり（中島1998）、特にファッション誌は主要な表象をモデルやスタイルが占めている。

モデルやスタイルとは、その語義の通り、何らかの意味や規範を媒介する存在であり、オーディエンス

が意味を付与しやすい対象である。したがって、メディアに対する意味付与やそれを通したアイデン

ティティ構成について明らかにしょうとする本稿にとっては、ファッション誌は格好の素材となる。

　第二に、青少年のアイデンティティ構成におけるファッションや身体感覚の重要性という点が挙

げられる。青少年の生活世界においてそれらが重要であることは、「モノ語り」（大平1990）の若

者や摂食障害などの精神分析学的事例に象徴的に示されているが、2002年4月に筆者がインタ

ビューした女性も「やつぱ、おしゃれで、痩せてると、友達とか恋人つくるにしても、自分に自信

が持てるっていうか」（24歳、アパレルメーカー販売職）と述べている。このように、ファッショ

ンや身体を中心的な話題とするファッション誌を受容する中で、アイデンティティがいかに構成さ

れていくのかを明らかにすることは、自己認知や友人関係、恋愛関係、サブカルチャーといった青

少年の生活世界全体で意味を持つ。

　第三に、現代の消費・情報化された社会では、氾濫する情報やモノ、スタイルに応じてアイデン

ティティを変転させていくことが重要であり、そのようなアイデンティティの一側面を捉えること

が研究上も要請される。微小な差異のみによって裏付けられたモノやスタイルが氾濫し、その情報

を提供するファッション誌は消費・情報社会を構成する最たるメディアであり、その受容によって

構成されるアイデンティティを対象とすることは、現代社会において変転する青少年のアイデン

ティティの重要な一側面を捉えることになる。

2。分析の視点と方法

2．1．分析の視点

　先述したように、マス・メディアの受容過程研究には、経験主義的視点と批判主義的視点の2つ

の主要な視点が存在する。このうち、本稿では、研究の目的と照らして、批判主義的視点、すなわ

ち受容過程を表象に対するオーディエンスの能動的な意味付与の過程と、アイデンティティをその

受容によって構成されるものと捉える。このような視点を採用することによって、ファッション誌

の主要な表象であるモデルやスタイルに対する意味付与の過程、それが反転されて、自己への視線

一　33　一



東　野　充　成

として折り返される中でのアイデンティティの構成過程について明確に理論的に位置付けられる。

　但し、批判主義的視点、たとえばカルチュラル・スタディーズやホールの理論をそのまま準用す

る訳ではない。第一に、本稿では選択過程も加味する。従来の受容過程研究は所与のプログラムを

前提として、それをいかに受容するのかを追求してきた。ファッション誌研究では、竹下他

（1978）のものなどは9an・anSとilnon－no』という雑誌を予め措定し、それをいかに講読している

のかを追求した。しかし、性別や年齢層、地位、スタイルの差異などによって様々にジャンル化さ

れたファヅション誌を事例とする場合、特定のものをいかなる基準で選択・排除するのかも、アイ

デンティティ構成と密接に結びつくと考えられる。すなわち、あるメディアを選択する行為自体が

ポリティカルなものであり、選択過程も加味する必要がある。

　第二に、ホールのモデルでは対抗的コードも指摘されているが、これは「いつも・そこにある」

デレビを背景に考案されたことに依る。つまり、日常に溶解し、名目上は代金を払わずに番組を視

聴できるテレビを対象とするとき、それを批判的に読み解くという対抗的コードは意味を持つが、

購買に媒介されたファッション誌では対抗的コードは成立し得ない。選択という過程も含めて、全

面的に対抗的に受容するなら、雑誌は買わなくてもよいのだから。また、本稿では、後述する理由か

らファッション誌に興味のある者を対象とした。このような者が全面的に対抗的に受容するとは考

えにくい。よって、支配的コードと妥協的コードの2つの解読様式から意味付与の過程を捉える㈲。

　次にアイデンティティについてであるが、それは複雑な自己意識の形態である。と同時に、それ

は個人と社会を架橋する概念でもある。エリクソンはアイデンティティ形成を様々な社会的価値の

中から選択を行い、独自の自己意識や価値を形成する過程と捉えており（Erikson訳書1969，216－

22頂）、そこには社会的価値と個人の主体的選択という両面が存在する。また、アイデンティティ

には、ジェンダー・アイデンティティや民族アイデンティティなど社会的カテゴリーに対応した社

会的アイデンティティと自己の独自性や個性に準拠した個人的アイデンティティの2つの側面があ

るが（5）、本稿でもアイデンティティを社会的側面と個人的側面という両面から捉える。というのも、

本稿はファヅション誌を事例としており、それは性や年齢など社会的カテゴリーによるジャンル化

がなされる一方、スタイルの差異など個性の言説に基づく分化もなされているからである。つまり、

そこには社会的カテゴリーを表象する記号と個性を表象する記号の2つが存在し、このような特徴

を有するメディアの受容過程とアイデンティティ構成について解明する際には、アイデンティティ

を社会的側面と個人的側面という2つの側面から捉える視点が有効となる。

　但し、ひとりの個人のうちで両者は様々な関係をとりうる。また、多賀（2001）が男性のジェ

ンダー・アイデンティティに関して明らかにしたように、両者の関係が葛藤的な場合には、否定的

アイデンティティの構成へと結びつく。したがって、ファッション誌を受容する中でとる社会的ア

イデンティティと個人的アイデンティティの関係、また否定的なアイデンティティが構成されると

きの両者の関係が最終的には明らかにされなければならない。青少年の生活世界においてファッ

ションや身体は重要な意味を担っており、それらを中心的な話題とするファッション誌の受容を通

して、否定的なアイデンティティを構成する過程について検討することは、重大な意味を持つ。
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2．2．研究の方法

　本稿では表象への意味付与というレベルまで受容過程を掘り下げて明らかにするため、また「番

組という語りを巡るもうひとつの語り」（吉見2000，259頁）としてのディコーディング概念を理論

的背景とするため、オーディエンスの語りを獲得するよう半構造化面接法に基づくインタビュー調

査を実施した。これは、実際にメディアに対する語りを獲得した研究が極めて少ない現状に鑑みた

とき、有意義なものである。対象者及び調査に使用した雑誌は【表1】に掲げる通りで、対象者は

ファッション誌の中心的な購読層である高校生から25歳程度までの、普段からファッションに興味

を持ち、ファッション誌を定期的に講読している者とした⑥。また、インタビューに使用した雑誌

も彼・彼女らが日常的に講読しているものの調査時点での最新号を用いた。これは、日常的な文化

実践とそれを通して構成されるアイデンティティという側面を重視したためである。調査期間は

2000年5月～2001年7月で、1回の調査に約1時間半～3時間が費やされた。主な聞き取り項目は、①

基本的属性②講読のペースや利用目的など講読の基本的概要③モデルやスタイル、商品など表象

への意味付け④恋愛、身体、経済、学校・職業生活など自己や日常生活への意識の4点である。講

読雑誌は対象者に予め聞き出すとともに、③を聞き取る際には、調査中に対象者の自由なペースで

読んでもらい、その後質問を行った（7）。

　なお、調査に使用した雑誌について簡単に説明を加えておく。まず、男性誌のrMEN’S　NON－

NO』rsmart』rFINEBOYS』についてであるが、『MEN’S　NON・NO』が10代後半から20代後半まで

の比較的広い年齢層を読者層としているのに対し、rsmartiとrFINEBOYS』は10代半ばから20代

半ばの若年層が読者層となっている。紹介される衣服も、rMEN’S　NON－NO』では伝統的なデザイ

ナーズ・ブランドが取り上げられる傾向が強いのに対し、rsmart』では新鋭デザイナーのブランド

や「ストリート・カジュアル」と呼ばれるよりカジュアル志向の強い衣服が頻繁に取り上げられる。

一方、rHNEBOYS』では全方位的にあらゆるスタイルの衣服が取り上げられている。

　女性誌のran・an』rnon－no』rJJ』rspring』では、前2者は「アンノン族」という造語を生み出し

たように、一括りに捉えられることが多い。両者とも、10代後半から20代後半の女性を読者層と

しており、紹介される衣服もカジュアル志向・普段着志向が強い。また、衣服だけでなく、旅行や

グルメ、インテリアといった消費生活全般にわたる項目、恋愛やセックスといった人間関係にかか

わる項目、つまりは洋服を用いる状況そのものを取り上げることが多い。つまり、両者とも女性

ファッション誌でありながら、総合誌という色彩を有しているのが特徴である。一方、rJJ』は20

代の女性を読者層としており、取り上げられる内容はカジュアル志向・普段着志向の衣服の紹介中

心である。逆に、rspring』は、10代半ばから20代前半の比較的若い年齢層を読者層としており、

取り上げられる衣服もよりカジュアル志向・普段着志向が強い。

　但し、これらの特徴は、あくまでも出版社側が設定したものであり、それがどのように解読され

ているのかは、別の問題である。オーディエンスによる能動的な解読過程を照準化することこそが

ホールの理論が提示したところであり、本稿においても意図するところである。
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【表1】対象者の基本的属性とインタビューに用いた雑誌

事例1　　私立大学4年 21歳 男性 MEN‘S　NON－NO（6）　　集英社

事例2 ’国立大学4年 21歳 女性 an・an（5・26）　　　　マガジンハウス

事例3 私立大学4年 21歳 女性 non－no（6・5）　　　　集英社

事例4 私立大学4年 22歳 女性 an・an（6・2）

事例5 私立大学4隼 25歳 女性 」」（7）　　　　　　　　　光文社

事例6 国立短大3年 20歳 女性 an・an（6・2）

事例7 国立短大3年 21歳 女性 non－no（6・20）

事例8 国立短大3年 20歳 女性 Spring（6・12）　　　　宝島社

事例9 アパレル会社勤務 21歳 男性 Smart（8・21）　　　　宝島社

事例10 アパレル会社勤務 2鷹歳 男性 FINEBOYS（9）　　　　日之出出版

事側1 徳島出立高校3年 η歳 女性 non荊。（8・20）

事例曙2 徳島県立高校3年 17歳 女性 an・an（8・11」8）

事例13 徳島県立高校3年 17歳 女性 an・an（8・招」8）

事例14 アパレル会社勤務 24歳 男性 FINEBOYS（9）

注）雑誌の刊年は、事例1～13が2000年、事例14が2001年である。

3。ファッション誌の受容とアイデンティティの構成

3．laファッヨン誌の受容と社会的アイデンティティの構成

3．S．1．ファッション誌の選択と社会的アイデンティティの構成

　ファッション誌の受容によって構成される社会的アイデンティティには、ジェンダー、年齢、ナ

ショナリティ、地域など様々な側面がある（8｝。但し、その中心はジェンダー・アイデンティティで

ある。それは、ファッション誌はエンコーディングの過程でまず性別カテゴリーによる分化や意味

付与がなされるからであり、実際に対象者もジェンダーに対す語りを中心に展開している。また、

支配的な社会構造や抑圧的な価値規範の再生産という点で最も問題となるのもジェンダー・アイデ

ンティティである。そこで、ファッション誌の受容を通したジェンダー・アイデンティティの構成

過程を中心に検討する。

　第一に、ジェンダー・アイデンティティはファッション誌の選択によって構成される。調査前

に購読雑誌を尋ねた段階で、全ての対象者が男性なら「男性誌」とカテゴライズされた雑誌を、

女性なら「女性誌」とカテゴライズされた雑誌を挙げた。これは、自らを「男］／「女」という性別

カテゴリーによって分化した一員と位置づけ、それを自明慨したまま雑誌の選択がなされている

ことを示しており、雑誌の選択そのものが性別カテゴリーに基づくアイデンティティ構成と結び

ついている（9）。
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3．1．2．表象への意味付与と社会的アイデンティティの構成

　第二に、ジェンダー・アイデンティティはモデルを中心とした表象への意味付与によっても構成

される。事例1や9は、男性モデルに対する感想を聞くと、次のように述べた。

事例1一①：いいかなあと思います。自分が痩せてるからモデルの体型には憧れますね。

事例9一①：うらやましい。なりたい、なれるならですけどね。やつぱ、身長がほしいから。

ここでは、肉体的な逞しさや身長の高さといった男性に対する支配的な意味付与を伴いながら、表

象の男性を「同性愛的に」（Fuss，　D．1996）まなざし、共感的に解読する中で、それが自己への視

線として反転されて、男性としてのアイデンティティが構成されている。

　一方、女性の事例者に女性モデルに対する感想を聞くと、事例5や6、7、8、ll、12、13が次の

ように述べた。

事例5一①：足が太いから、モデルとか見ると、いいなあって思います。今ダイエット中ですけ

　　　　　　ど、なかなかうまくいかないですね。

事例6一①：雑誌とか見てると痩せたくなりますね、ダイエット特集とか見ると、試してみます。

　　　　　　でも、モデルは現実からかけ離れてるから、広告の痩身が気になります。

事例7一①：雑誌を見てると、自分が女の子つぼくないので、変えていこうって思いますよ。

　　　　　　（筆者：「女の子っぽい」って）。ピンクとか、かわいくて、痩せていることですかね。

事例8一①：足痩せしたいですね。モデルとか見てると、したくなりますよ。あと、スカートと

　　　　　　か、ズボン見てても。

事例11一①：痩せたいですね。モデルみたいになりたいと思うけど、諦めてます。

事例12一①：痩せたいです。モデルには憧れつつも、しょうがないって感じです。

事例13一①：痩せたい。モデルには憧れるけど、しょうがない…。

ここでも、「ピンク」や「かわいい」「痩身」といった女性に対する支配的な意味付与を伴いながら、

表象の女性を「同性愛的に」まなざし、共感的に解読する中で、それが自己への視線として反転さ

れて、女性としてのアイデンティティが構成されている。

　さらに、事例3は、ファッション誌を読むと、常に次のような感想を抱くという。

事例3一①：モデルを見てると、顔がきれいでいいなあって思います。劣等感の塊になってしまう。

もちろん、彼女が日常的に他者から容姿や容貌のことを非難されているというわけではない。しか

し、ファッション誌を講読するなかで彼女の視線の対象にあるのはモデルであり、モデルとは社会

的な美的規範の最高位に位置づけられた存在である。したがって、そのようなモデルをまなざすな
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かで構成されるジェンダー・アイデンティティは、自己に対する不満をも構成する。

　このように、ファッション誌の選択や講読とジェンダー・アイデンティティの構成は強固に結び

ついている。そして、それはジェンダーのみならない社会的アイデンティティ全般の構成とも結び

ついている。事例2や事例8は、ファッション誌に掲載されたファッションに対する感想やファッ

ション誌講読の変遷について次のような表現を用いた。

事例2一①：（ファッション誌に掲載されたファッションは）好き。着たい。きれい。普通の感

　　　　　　じがして。（筆者：「普通の」って）。女の子で、大学生で、はたちぐらいの。

事例8一②：高校の時からifSpring』を買ってで、今はrMORE』（集英社）も買ってるかな。

　　　　　　（筆者：買うようになった理由とかありますか）。特にない。高校生から大学生に

　　　　　　なって、自然に変わったっていう感じ。（傍点は筆者による）

ここで述べられた「普通」や「自然」という言葉は、明確な理由を指し示すものではない。むしろ、

「普通」や「自然」としか言い表せないから、それらの言葉を用いたといったほうがいいだろう。

しかし、このような言葉でしか表現できないという点にこそ、ファッション誌の選択や講読と年齢

や地位、性別といった社会的アイデンティティ構成の密接な関係を見出すことができる。

3．2。ファッション誌の受容と個人的アイデンティティの構成

3．2．1nファッション誌の選択と個人的アイデンティティの構成

　一方、ファヅション誌の受容は、個人的アイデンティティの構成とも結びついている。それは第

一に、多様に供給される雑誌やそこに掲載された多様な商品の選択・排除の過程による。雑誌の選

択過程や興味を引かれた記事について尋ねた折、事例12は特定の雑誌を選択する理由を、事例7、

12、13は様々な商品が紹介される中で、特定のモノに着目する理由を次のように述べた。

事例12・一②：自分に合ってたら、興味を引くもの。

事例7一②：全部が全部いいとは思わない。自分の好みで選びます。

事例12一③：自分の好みで選びます。自分に合って、かわいい雑貨とかインテリアとか。

事例13・一②：自分の好みで選ぶ…。自分に合ったら、かわいいのとか。

つまり、雑誌や表象の選択・排除の過程を通して、「自分」の趣味や趣向、スタイルを準拠点とし

た自己の独自性を構成している訳である。

　さらに、事例6（女性）や14（男性）は、調査前に購読雑誌を聞いた段階では、それぞれran・an』

rFINEBOYS』という女性誌・男性誌を挙げていた。しかし、事例6や14はそれらの他にもifZipper』

やrcut董e』（事例6）、　rcutie』やrmini』（事例14）といった女性誌も読むと言う。その理由は、
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事例6一②：自分の趣味に合っているから…女の子らしさの中に男性的なものがあるのが好

　　　　　　き、ユニ・セックス的っていうのかなあ。

事例14一①：流行にのるため…学生のときから、ユニ・セックスっていうか、ジェンダー・レス

　　　　　　なのがすき。

だからである。つまり、rZipper』やrcutie』rmini』といった雑誌を「ユニ・セックス」で「ジェ

ンダー・レス」な衣服を紹介した雑誌と位置づけ、自らの「趣味」の参照としているわけである。

そして、事例6は、この「趣味」を貫徹するとき、llMEN’S　NON－NO』などの「男性誌」も読むと

言う。つまり、彼・彼女は、自らの「趣味」を参照する時、性別カテゴリーを越境して雑誌を選択

することによって、個人的アイデンティティを構成しているわけである。

3．2．2．表象への意味付与と個人的アイデンティティの構成

3．2．2．1．支配的コードによる解読と個人的アイデンティティの構成

　第二に、表象への意味付与によっても個人的アイデンティティは構成される。それはまず、個性

の記号として表象を支配的コードで解読することによって成立する。事例1や5、10は、ファッ

ション誌に掲載されたファッションについて次のような感想を述べた。

事例1一②：記事のファッションは流行にのってると思います。（筆者：どういう点が）。概観す

　　　　　　ればおんなじだけど、細部まで個性的っていうか。

事例5一②：（筆者：記事に載ってるファッションとかについてどう思いますか）。かっこいい、

　　　　　　こういうの着たいなあ、って思います。流行じゃなくて、人と同じのが嫌。同じで

　　　　　　も、ちょっとデザインが変わってたりとか、ちょこつとワンポイント程度です。そ

　　　　　　ういうときの参考にします。

事例10一①：デザインがかっこいい。普通のと違うし、こんなんもあるんやな、って感じです。

　　　　　　ちょっと違う。

ここでは、ファッションを個性の記号として共感的に受容するとともに、それを身につければ自ら

も個を担う存在として位置づけられるという考えが示されており、支配的コードによる表象の解読

を通して個人的アイデンティティが構成されている。

　また、事例6は、ファッション誌に掲載されたモデルと対比したときの自身について、次のよう

に述べている。

事例6一③：自分に不満、自分に自信がない…魅力がない、個性がないと思ってます。その

　　　　　　人が（個性的なファッションを）していると羨ましいですよ。
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つまり、「個性の記号」としての表象の共感的な解読は、「個を担わなければならない存在」として、

個人的アイデンティティを強迫的に構成させるわけでもある。

3．2．2．2．妥協的：コードによる解読と個人的アイデンティティの構成

　一方、表象から距離をとることによって、すなわちファッション誌を妥協的コードで解読するこ

とによって、個人的アイデンティティを構成する者もいる。事例3は、モデルに対し次のように述

べている。

事例3一②：職業モデルはわざとらしい。でも、ストリートの人は手持ちの中であるもので、

　　　　　　どれだけ違うようになれるかっていう際に参考にします。

このように、彼女は職業モデルに対しては批判的な目を向けつつも、より身近な存在で、リアリ

ティを持つストリート・モデルを個性の記号として共感的に解読するという妥協的コードによっ

て、自らも個を担う存在として位置づけている。

　また、事例4はモデルに対し次のように述べている。

事例4一①：自分の中でこういうのがいいなあっていうのがあって、似あう人。（筆者：「こうい

　　　　　　うの」って）女性っぽいっていうところです。お手本にしたい、自分にないところを

　　　　　　もってますね。でも、今はきれいだなあっていう程度…今までは背が低いのがコン

　　　　　　プレックスだったけど、自分は自分でいいかなあって思うし、自分は自分にあった

　　　　　　服を着ればいいから。

つまり、社会的な美的規範の最高位に位置するモデルから敢えて距離をとることによって、自己の

独自性を確保している訳である。これは、事例11一①、事例i2・一①、事例13・一①のような、モデ

ルには憧れつつも、9諦めてる」や「しょうがない」と述べた事例者にも共通する個人的アイデン

ティティ構成の形態である。彼女たちは、モデルには近づくことはできないが、独自の位置を占め

る者として自己の存在を確保しているのだ。

　一方、事例14は、モデルに対して次のように述べている。

事例14・一②：モデルはあんまり見ません。やつぱ、自分が学生のときモデルやってたから。それ

　　　　　　より、スナップで自分の感覚に合う人がいたら、そっちを見ます。モノがインパク

　　　　　　トあるの着てる人とか。

ここでは、自身が過去モデルを行っていたという生活史上の経験から、モデルは美的規範の最高位

に位置づけられていない。むしろ、数多く掲載されているストリート・モデルのなかで、「自分の
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感覚」にあう者を見つけ出し、それを個人的アイデンティティの拠り所としている。ここでも、

ファッション誌の妥協的コードによる解読を通して個人的アイデンティティが構成されている。

このように、個人的アイデンティティは雑誌や表象の選択・排除、表象の支配的・妥協的コード

による解読を通して構成される。但し、事例者の言葉からわかるように、ここでの個人的アイデン

ティティは「自分」という言葉に収轍され、具体的なデザインやファッション等とアイデンティ

ティを結びつける内実を伴っていない。そして、このような「自分」に拘ることこそが現代青少年

の社会的アイデンティティとも言える。この点を踏まえつつも、ここで挙げた語りは事例者が自己

の独自性と認めたものであり、個人的アイデンティティの構成過程ということができる㈹。

4．ファッション誌の受容と社会的アイデンティティ・個人的アイデンティティの関係性

4．1．ファッション誌の受容によるアイデンティティ構成の特徴

では、ファッション誌を受容する中で、社会的アイデンティティと個人的アイデンティティはど

のような関係をとるのだろうか。次にこの点について検討するが、その前にこれまでの事例から明

らかとなったファッション誌の受容を通したアイデンティティ構成の特徴についてまとめておく。

　第一に、ファッション誌の受容によって構成されるアイデンティティにおいては、個人的アイデ

ンティティが支配的な状態はとりえない。社会的アイデンティティと個人的アイデンティティの関

係は、論理的に考えれば、①社会的アイデンティティが支配的な場合②両者が調和的な場合③

両者が葛藤的な場合　④個人的アイデンティティが支配的な場合の4つに類型化できるが、ファッ

ション誌の受容においては、社会的カテゴリーによって分化した雑誌の選択を含んでいる以上、社

会的なものをそのうちに内包する。したがって、以下で検討するのも、①②③に大別される。

　第二に、ファッション誌の受容によって構成されるアイデンティティは自己を不完全な存在と捉

える。それは、ファッション誌の受容とはその中心をモデルへの意味付与の過程が占めており、モ

デルとは美的規範の最高位に位置する者として社会的に意味付けられた存在だからである。した

がって、モデルへの視線が自己への視線として反転されて構成されるアイデンティティは、自己を

不完全な存在と捉えたものとなる。もちろん、事例14のように、過去にモデルの経験のある者は、

これに該当しない（事例14一②）。しかし、殆どの事例にとってこのような生活史上の経験は有し

ていない。

　さらに、不完全な存在としての自己の捉えかたは、自己への不満を言明する者ばかりでなく、そ

れが聞かれなかった者にも該当する。したがって、自己を不完全なものと捉えたからといって、そ

れが即否定的アイデンティティの構成と結びついているとは言えない。やはり、否定的アイデン

ティティの構成には、社会的アイデンティティと個人的アイデンティティの関係が問題となる。そ

こで、自己への不満を言明し、明らかに否定的アイデンティティを構成した事例において、両者が

どのような関係になっているのか検討する。
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4．2。社会的アイデンティティが支配的な場合一事例2・8

　事例2や8は、これまでの語りからファヅション誌の受容を通して社会的な側面が支配的なアイデ

ンティティを構成していることがわかる。では、彼女たちはどのようにファッション誌を受容して

いただろうか。彼女らは年齢（地位）の変化に伴う講読雑誌の変化を「自然」（事例8一②）と述べ、

モデルやファッションを噌通」（事例2一①）を表象する記号として受容していた。また、事例8

は「足痩せしたい」と支配的な女性規範を受容しながらも、モデルから距離をとることによって、

自己の独自性を確保する訳でもなかった。むしろモデルへ近づこうとしていた（事例8一①）。さら

に、彼女たちは自らの趣味や趣向を参照する形でファッション誌の選択を行うとも述べていない。

つまり、彼女たちは、性別や年齢によって分化した雑誌を選択し、その表象を女性やある年齢層の

規範として受容することを自明重しており、このような受容を通して構成されるアイデンティティ

は社会的なものが支配的である。これはファッション誌を受容する中では個人的アイデンティティ

が顕現することがないということであり、ここでは両者の関係は問題とならない。

4．3．社会的アイデンティティと個人的アイデンティティが調和的な場合一事例1・4・5・7・9・10・

　　11e12013“f4

　一方、事例1・4・5・7・9・10・H・12・13・14は、ファッション誌の受容を通して社会的ア

イデンティティと個人的アイデンティティが混在する形のアイデンティティを構成しているが、そ

の両者が調和的な場合である。但し、一口に調和的といっても、社会的アイデンティティと個人的

アイデンティティがとる関係には様々なパターンが想定される。彼・彼女らのうちにおいて、両者

はいかなる関係をとり、調和的なものとなったのだろうか。

4．3．1．社会的アイデンティティと個人的アイデンティティの包摂化一事例1・5・7・9・11

　第一一一に、社会的アイデンティティと個人的アイデンティティの包摂化という形態が挙げられる。

事例1、5、7、9、11がこれに該当する。

　事例肇や9、10は男性誌の選択を自明視するとともに、事例1や9は男性モデルを肉体的な「逞し

さ」の優越的記号として受容していた（事例1一①、9一①）。また、事例5も女性誌の選択を自明視

したまま、女性モデルを曖身」の優越的記号として受容していた（事例5一①）。つまり、彼・彼

女らは雑誌の選択や解読を通して、支配的なジェンダー規範に則った社会的アイデンティティを構

成している訳である。しかし、彼・彼女らは、個性の記号としても表象を解読し、個人的アイデン

ティティを構成していた。しかし、ここでいう個性とは「細部」（事例1一②）「ワンポイント程度」

（事例5一②〉「ちょっと違う」（事例10一①）といったものである。すなわち、彼・彼女らはファッ

ション誌の表象を他者と微小に差異化されたものの優越的記号として受容しており、そのような差

異こそが個人的アイデンティティの基盤なのである。つまり、ここでは社会的アイデンティティに

個人的アイデンティティが包摂される形で構成されている。

　また、事例7は、表象を支配的な女性性の優越的記号として受容する中で、自らを「女性」とし
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て位置づけていく様を語っていた（事例7一①）。と同時に、彼女は、自らの趣味やスタイルに準拠

する形で、多様に提示される表象の中から特定のモノに着目する過程についても述べていた（事例

7一②）。ここでは多様な表象のなかからあるものを選択・排除する過程を通して個人的アイデン

ティティを構成しつつ、それを支配的な女性性の記号として共感的に解読することによって社会的

アイデンティティも構成しており、個人的アイデンティティに社会的アイデンティティが包摂され

ている。

4．3．2．個人的アイデンティティによる社会的アイデンティティの相対化一事例4・11・12・13

　第二に、個人的アイデンティティによる社会的アイデンティティの相対化という形態が挙げられ

る。事例4・11・12・13がこれに該当する。

　事例4やll、12、13は、「諦めてる」や「しょうがない」といった言葉で、ファッション誌の受

容によって構成される社会的アイデンティティを個人的アイデンティティによって相対化している

（事例4一①、事例11一①、事例12一①、事例13一①）。事例4は、モデルを「自分の中でこういう

のがいいなあって思ってるのがあって、似会う人だと思う」と述べていた。その際、「こういうの」

の準拠点となるものは「女性っぽい」点であり、女性性の「お手本にしたい、自分のないところを

もっている」存在なのである。しかし、彼女は次のように付言する。「でも、今はきれいだなあっ

ていう程度。今までは背が低いのがコンプレックスだったけど、自分は’ ｩ分でいいかなあって思う

し、自分は自分に似合うのを着ればいい」（事例4一①）と。ここでは、モデルをまなざすことに

よって構成される社会的アイデンティティが、自己の独自性に相対化されている。加えて、事例12

や13は「自分の趣味」に基づいた雑誌や表象の選択を通しても個人的アイデンティティを構成して

おり（事例12一②③、13一②）、モデルをまなざすことによって構成される「不完全な女性」とし

ての社会的アイデンティティを自己の独自性によって相対化している。

4．3．3．生活史上の経験による社会的アイデンティティの不完全さの無二一事例14

　第三に、生活史上の経験によって、社会的アイデンティティの不完全さを無化するという形態が

挙げられる。事例14がこれに該当する。

　事例14は、「ユニ・セックス的」で「ジェンダー・レス」（事例14・一①）な表象を駆使する雑誌

を講読したり、「自分の感覚にあう」（事例14一②）スナップを見出したりすることによって個人的

アイデンティティを構成していた。しかし、彼が社会的アイデンティティを構成していない訳では

ない。彼も性別カテゴリーによって分化した雑誌を第一義的に選択し、男性のスナップ写真を自己

像の拠り所としていた。しかし、彼の場合には、自身が過去にモデルを行っていたという生活史上

の経験を持つ。この経験ゆえに、彼にとってモデルは憧れや外見上自身よりも優れた者としては位

置付けられない。それゆえ、彼は、モデルと対比したときの、自身の社会的アイデンティティ上の

不完全さを感じることがない。つまり、ここでは、生活史上の経験によって、社会的アイデンティ

ティの不完全さが無化され、両者の調和が実現している。
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4．4。社会的アイデンティティと個人的アイデンティティが葛藤的な場合一事例3、6

　一方、自己に対する明らかな不満が聞かれ、否定的なア’イデンティティが構成されている事例と

して事例3と6を挙げることができる。彼女たちがファッション誌を受容する中で構成する社会的ア

イデンティティと個人的アイデンティティはいかなる関係をとっているのだろうか。

　事例3は職業モデルに対し「わざとらしい」と批判的な目を向けつつ、ストリート・モデルには

「手持ちの中であるもので、どれだけ違うようになれるか」というときの参考にすると述べていた

（二事例3一②）。ここでは、ストリート・モデルに個性という点から理想としてのまなざしが向けら

れるとともに、それが自己への視線として反転されて、自らも個を担う存在と位置づけられている。

しかし、彼女は職業モデルに対して「顔がきれいでいい」や「モデルを見ていると劣等感の塊に

なってしまう」とも述べていた（事例3一①）。ここには、個人的アイデンティティを構成する過程

と「女性」、それも社会的な美的規範の最高位に位置するモデルに比べれば不完全な「女性」とし

て社会的アイデンティティを構成する過程の葛藤が表れており、「劣等感の塊になってしまう」と

述べるような否定的アイデンティティが結果的に構成されている。

　事例6は「ユニ・セヅクス的なもの」が趣味で、「自分の個性に合っているから」、そういった表

象を駆使する女性誌や男性誌も選択雑誌に含んでいた（事例6一②〉。また、ファッション誌を見て

いると、「自分に自信がないjr個性がないと思っているj「その人が（個性的なファッションをし

ていると）羨ましい」と述べていた（事例6一③）。つまり、彼女は、ジェンダーを越境する形で個

人的アイデンティティを構成しつつも、自己を否定的なものと捉えている。その理由は、「雑誌と

か見ていると痩せたくなる」「ダイエット特集とか見ると、試してみる」、そして「モデルは現実か

らかけ離れてるから、広告の痩身が気になる」（事例6一①）からである。つまり、彼女も、モデル

には批判的なものの、女性誌が提供する痩身という女性規範を自己の問題として措定しており、こ

のような「女性」としての社会的アイデンティティと個人的アイデンティティが調合するときに葛

藤を来し、否定的なアイデンティティが構成されるのである。

　このように、社会的アイデンティティと個人的アイデンティティが葛藤するときには、アイデン

ティティは否定的なものともなる。もちろん、自己への不満を言明しなかった者のなかにも、否定

的なアイデンティティを構成している者はいるかもしれない。したがって、そのような言明がな

かったからといって、即安定的なアイデンティティを構成しているとは言えない。つまり、両者が

葛藤する場合のみが否定的アイデンティティが構成されるとは言えないが、両者の葛藤は否定的な

アイデンティティの構成に結びつく。

5．おわりに

　以上、ファッション誌の受容を通して構成される青少年のアイデンティティについて検討してき

た。その結果、雑誌や表象の選択・排除、支配的コード及び妥協的コードによる解読を通して社会

的アイデンティティと個人的アイデンティティが構成される様相が、また両者は社会的アイデン
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ティティが支配的な場合、調和的な場合、葛藤的な場合の3種の関係をとり、両者の包摂化や相対

化、無二といった形態をとること、両者が葛藤することによるアイデンティティの否定化と結びつ

いていることが明らかとなった。これらは、オーディエンスの能動的な受容を通して支配的なジェ

ンダー規範の再生産、自己を商品に準拠させる消費社会の戦略が作動する過程を明らかにしている。

また、否定的なアイデンティティを構成する者にとっては、マス・メディアの抑圧的な作用がオー

ディエンスの能動的な受容を通して働くパラドクスも明るみにしており、本研究の結果は、マス・

メディアに対する批判的研究、批判的メディア・リテラシー教育の重要性を喚起するものである。

　もちろん、このようなアイデンティティ構成の形態がすべての青少年に共通すると一般化するつ

もりは毛頭ない。また、ここで提示した構成の形態が全てではない。本稿はファッション誌の受容

という特定の場面、特定のメディアによって構成されるアイデンティティについて検討したもので

あって、それがあらゆる生活場面、メディアとの関わりの中で保持されているかどうかは別の問題

である。アイデンティティとは常に変転するものであり、様々なエージェンシーによって転化され

る。しかし、一部の青少年を対象とした調査であっても、一定の傾向を見出すことができたことお

よび青少年の生活世界におけるファッションや身体感覚の重要性、また消費；情報社会における変

転的なアイデンティティの重要性に注意を喚起するならば、ファッション誌の受容とアイデンティ

ティ構成の一側面を明らかにした本研究は、重要な示唆を提供するものと言えよう。

〈注〉

1冒

（1）マス・メディアとアイデンティティ形成という課題では、青少年を対象とすることが多い。

　　それには、①アイデンティティ形成という青少年期の発達課題にマス・メディアがどのよう

　　に関連しているのかを明らかにしょうとする教育学的・社会学的理由　②主要なオーディエ

　　ンスである青少年を対象とすることによって、その結果を経営戦略へと転換しようとする経

　　営学的理由の2種が考えられる。本稿でも、①の立場から青少年を対象とするが、「対象とし

　　ての青少年」を自明視することなく、研究上様々な主体を取り上げる必要があることは言う

　　までもない。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．

（2）批判主義的研究には他に、記号論や精神分析学的手法で、表現に構造化された価値や不均衡

　　の析出を中心的な課題とする構造主義的研究やメディア生産における資本の権力や国際関係

　　の力学を「文化帝国主義」の観点などから問題化する政治経済学的研究も含まれるが、それ

　　らはメディアの受容過程に関しては殆ど扱っていない。

（3）本稿では、これ以降メディアの受容を通して生産されるアイデンティティについて、形成で

　　はなく、構成という言葉を用いる。これは、本稿が対象としている年齢層の者は既に青年後

　　期に達している者もおり、彼・彼女らはこれまでの生活史の中で様々なエージェンシーから

　　アイデンティティを築き上げてきており、調査時点で新たに形成するとは考えにくいからで
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ある。したがって、本稿では構成という言葉を用い、そこにはアイデンティティの強化や転

覆、再構成などを含む。

2u

（4＞ホールのモデルに対する批判には他に、単純な「送り手一受け手」モデルに依拠していると

　　いうものがあり、Willis（1990）は文化商品を意味付ける文化的従事者の存在や消費者同士の

　　コミュニケーション過程に注意を向ける必要性を喚起している。このような批判に十分留意

　　しつつも、ファッション誌の受容とアイデンティティ構成の関連を明らかにするという本稿

　　の目的上、基本的にホールのモデルを援用した。

（5＞これはゴフマンの社会的アイデンティティと個人的アイデンティティの概念に近接するもの

　　であるが（Goffman訳書200D、ゴフマンは社会的アイデンティティをスティグマが付与され

　　たカテゴリーに対応したアイデンティティと捉えているのに対して、本稿ではそれをジェン

　　ダーなど社会構造上の差異に対応したものと捉えている。

（6）「青少年」の定義に関しては、ファッション誌の内容に沿って、「高校生から20代前半までの、

　　社会的な生産・再生産活動よりも、主に消費を中心的な行動とする人々」と定める。また、

　　性差や年齢層などによって受容やアイデンティティ構成の形態が異なるとも考えられるが、

　　本稿は少数の事例を対象とした質的調査であり、その差については検討しない。但し、属性

　　上の偏りは排するようにした。なお、本稿は普段からファヅション誌に興味を持っている者

　　を対象とし、これにより対抗的コードを外している。それは、ファヅション誌に興味がない

　　者のそれを通したアイデンティティ構成とは論理的に考えにくいからでもある。

（7）インタビューという方法は、サンプリングの問題などから、統計的な調査に比べると、偶然

　　性が混入する割合が高くなる。本稿も、対象者の選定は購読者層の属性分布をもとに行った

　　が、青少年層のファッション誌受容過程とアイデンティティの構成過程をあまねく検討する

　　には限界がある。しかし、後に明らかにするように、ファッション誌の受容過程やアイデン

　　ティティの構成過程に関して一定の傾向を見出すことができた。これらを一般化するつもり

　　は毛頭ないが、一人一人が現代社会のシステムや文化を背負った存在である青少年たちが個

　　別に語ったことから、一定の傾向を析出することができるという点に社会学的な有意味性を

　　見出すことができる。

3．

（8＞本稿では徳島市に居住する事例を扱ったが（事例9～13＞、彼・彼女らからは、モノが少ない

　　徳島への不満と都市への憧れが顕著に語られていた。ここでは、「田舎」に住む者としての地

　　域的アイデンティティが構成されている。また、ファッションを鑑賞する際には西欧白人女

　　性をモデルとしたものを、実際に買い物などで使用する際は日本人モデルが掲載されたもの

　　というように、雑誌を使い分ける者もいた（事例2）。これなどは、西欧中心的な美的規範の
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　　輸入過程やナショナル・アイデンティティの構成を示す事例と言えるだろう。

（9）選択によってジェンダー・アイデンティティが構成されるのは、基本的にファッション誌が

　　性別による分化が確立されているからである。つまり、完全に無性化した雑誌が登場すれば、

　　雑誌の選択が「男」／「女」という分化したジェンダー・アイデンティティの構成と結びつ

　　かない可能性はある。しかし、管見の限りでは、そのような雑誌は未だ現れていない。もち

　　ろん、後述する事例6や14のように、ユニ・セックス的な表象を駆使する雑誌を選択する者

　　もいるが、基本的にはそれらも性別による分化が第一義的になされている。

（10）消費社会においては、差異化された記号としての商品が大量に流通し、その組み合わせでし

　　か「個性」を表現できないという現実も、個人的アイデンティティを一種の社会的アイデン

　　ティティとしている。しかし、オーディエンスであり、消費者である青少年がそれらを個性

　　の記号として能動的に解読していることも事実であり、一連の過程を消費社会における限界

　　的な個人的アイデンティティの構成過程と見なした。
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The　Reception　of　Fashion　Magazines　and　Construction　of　ldentity　by　the　Youth

HIGASHINO　Mitsunari

　　The　purpose　of　this　paper　is　to　clarify　the　reception　process　of　fashion　magazines　and　construction　process

of　identity　by山e　youth．　This　issue　is　very　important　in　terms　of　solving　the　functions　of　mass　media　in　form－

ing　of　the　young　culture　and　the　identity　construction　of　the　young　in　information　society．　But　the　former

researches　inclined　the　content　analysis　of　media，　and　didn’t　consider　the　complexity　of　identity　in　relation　to

mass　media．　So　1　selected　fashion　magazines　as　case，　and　aimed．　to　clarify　the　subjective　process　how　the

young　receive　them　and　construct　their　identities．　ln　view　of　this　purpose，　1　took　the　method　of　semi－struc－

tured　interview．

　　As　a　result　of　the　research，　1　clarified　the　following　three　respects．　Firstly，　the　young　decode　the　representa－

tion　of　fashion　magazines　both　in　dominant　code　and　in　negotiate　code．　The　concepts　of　dominant　code　and

negotiate　code　are　referred　to　the　“encoding／decoding”　model　that　was　suggested　by　Stuart　Hall　in　1980．　Sec－

ondly，　through　those　decoding　they　constructed　both　the　social　identity　and　the　personal　identity．　The　social

identity　corresponds　to　social　categories　as　gender，　status，　nationality　and　so　on．　On　the　other　hand，　the　per－

sonal　identity　corresponds　to　the　originality　of　self．　Thirdly，　the　social　identity　and由e　personal　identity　take

three　relations．　First，　the　social　identity　is　dominant．　Secondly，　social　identity　and　the　personal　identity　are

harmonious．　Thirdly，　they　are　conflicting．　And　in　third　case，　these　relations　are　connected　with　the　instability

of　identity．
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